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第２章 高岡市の文化財保護のあゆみ 

（1）第二次世界大戦前までの文化財保護 

国のうごき 
 
 
 
 
県のうごき 

明治 ４年（1871） 
明治30年（1897） 
大正 ８年（1919） 
昭和 ４年（1929） 
昭和 ８年（1933） 
昭和11年（1936） 

太政官布告 古器旧物保存方 
古社寺保存法制定 
史蹟名勝天然紀念物保存法制定 
国宝保存法制定 
重要美術品等ノ保存ニ関スル法律制定 
富山県史蹟名勝天然紀念物保存顕彰規程制定 

高岡における文化財保護の取り組みの端緒は高岡城跡の保存が挙げられる。高岡城は元和元年（1615）

の一国一城令によって廃城となったのちも堀と土塁など城の基部はそのまま残され、江戸時代を通して加

賀藩の倉庫が幾棟か建っていただけであったが、町民は「古御城
ふるおしろ

」と称して町の誇りとしていた。明治維

新後、金沢藩によって払い下げが決定し、明治5年（1872）に入札が行われた。古御城は町民をはじめ近

郊の住人からも貴賤を問わず名所として親しまれており、失われることが懸念された。おりしも明治6年

（1873）にわが国最初の公園制度である太政官布告第16号が出されたことを受け、翌年、大区長（現在の

市長に相当）であった服部
はっとり

嘉
か

十郎
じゅうろう

らによって当時の新川県令に公園指定の請願書が提出され、同8年

（1875）7月4日に「高岡公園」として指定された。この結果、高岡城は、高岡古城公園・高岡城跡とし

て築城当時の縄張りをほぼそのまま現在に残すことができた。ナショナルトラスト運動の先駆と捉えるこ

とができる。 

明治30年（1897）の古社寺保存法を受け、明治38年（1907）に瑞龍寺の宝物である紙本墨書後陽成天

皇宸翰御消息、明治42年（1909）に仏殿が旧国宝に指定された。明治22年（1889）４月に市制施行した

本市における最初の文化財指定であった。 

大正10年(1921)から行われた富山県史蹟名勝天然紀念物調査会による調査成果もあり、昭和3年（1928）

に瑞龍寺総門・法堂、昭和6年（1931）に氣多神社本殿、昭和12年（1937）に総持寺木造千手観音坐像

が旧国宝に、昭和9年（1934）に桜谷古墳が史跡に指定され、昭和10年（1935）から昭和13年（1938）

まで、瑞龍寺の総門・仏殿・法堂の修理事業が実施された。 

旧高岡市内の文化財は幸い戦災、人災、天災を免れ、戦後の占領期間も保存された。旧高岡市に文化財

保護に関する規定などはなかったが、高岡御車山などの分散疎開や、高岡大仏や寺院の古い梵鐘や仏具な

どの金属供出を阻止する運動を行うなど高岡市民の手によって保存が図られた。 

 

 

（2）高岡市美術館の創設と文化財保護に関する条例の制定（昭和25年（1950）から38年（1963）まで） 

国のうごき 
 
 
県のうごき 

昭和25年（1950）      
昭和29年（1954） 
  
昭和28年（1953） 

文化財保護法制定 
文化財保護法改正（民俗資料が有形文化財から独立、地方指定制度 等
の創設） 
史蹟名勝天然紀念保存顕彰規程廃止、富山県文化財保護規則制定  

 旧高岡市のうごき 

昭和25年（1950）に教育委員会の社会課に文化財担当者を置き、翌26年（1951）に高岡市美術館を創

設すると、市内の社寺や旧家などが所蔵する美術工芸品の調査を開始し、昭和28年（1953）に第1回高岡

文化財資料展を開催し、以後毎年調査と展示を行った。 

この時期に指定された主な文化財 
【国指定】紙本墨書後陽成天皇宸翰御消息（文書）瑞龍寺仏殿、法堂及び総門、氣多神社本殿（建造

物）、木造千手観音坐像（彫刻）、桜谷古墳（史跡） 
【県指定】越中国分寺跡、木舟城跡、高岡城跡、城ヶ平横穴、葦附のりほか５件 
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昭和27年（1952）に社会課内に高岡市文化財保存会を設置し、高岡御車山の調査と研究を開始した。

この結果、翌28年（1953）に高岡御車山が美術工芸品として富山県文化財に指定されている。翌29年（1954）

には高岡御車山祭を行う山町十ヶ町が連合して高岡御車山保存会を結成し『高岡御車山資料』を作成した。

市も昭和32年（1957）に『高岡御車山と日本の曳山』を出版するなど、官民一致した努力により、昭和

35年（1960）、高岡御車山は国の重要民俗資料に指定された。高岡御車山は昭和38年（1963）から翌39

年（1964）にかけて第一次修理事業を行っている。 

昭和29年（1954）に文化財保護法の改正を受け、昭和34年（1959）、高岡市文化財保護に関する条例を

制定し、高岡市文化財審議会を設置した。戸出町など県内のいくつかの自治体では富山県に倣って規則を

制定し、文化財指定を行っていたが、旧高岡市は文化財保護のための補助金制度など、県内で最も早く法

改正に対応した独自の条例であった。また、この年に『高岡市史（上巻）』を刊行している。『高岡市史』

はその後、昭和44年（1969）に中巻、昭和45年（1970）に下巻が刊行されたが、史料編は作られなかっ

た。 

高岡市教育委員会では高岡市美術館による社寺・旧家などが所蔵する文化財調査の成果を基に調査を進

め、高岡市文化財審議会に諮り、昭和38年（1963）までに達磨図など絵画2件、時鐘など工芸品４件を

含む計17件を高岡市文化財に指定している。 

この時期は、官民一体となった取り組みが盛んに行われるとともに、様々な専門家および地元研究者の

調査が多く実施された。 

 

 

（3）高岡市立博物館の創設（昭和39年（1964）から50年（1975）まで） 

国のうごき 
県のうごき 

昭和43年（1968） 
昭和38年（1963） 

文化庁発足、文化財保護審議会設置 
富山県文化財保護条例制定 

昭和38年（1963）、富山県は、富山県文化財保護条例を制定し、市内では高岡城跡、城が平横穴古墳な

ど旧文化財保護規則で指定していたものを中心に県文化財に指定された。また富山県は昭和39年（1964）

から翌40年（1965）に富山県工芸技術無形文化財保持者を４名認定したが、うち金工1名、漆工芸2名

が高岡市在住であった。 

 旧高岡市のうごき 

昭和40年代は、戸出町・中田町の編入に伴う市域の拡大、高度経済成長期による環境の変化に対応し

て文化財保護に努め、民家などの建造物、仏像彫刻、民俗文化財など市内の文化財について国・県の調査

に全面的に協力するとともに旧高岡市独自の調査も行った。戸出町の指定文化財であった戸出御旅屋の門

など３件を市文化財に指定している。また、耕作や宅地化によって荒廃していた桜谷古墳の公有地化を行

い、昭和40年（1965）から同44年（1969）まで桜谷古墳保存修理事業を行った。高岡御車山についても

昭和44年（1969）から同47年（1972）まで第二次修理事業を行っている。 

昭和45年（1970）、郷土の歴史、考古、民俗、伝統産業関係資料の調査・研究・収集・展示を目的とす

る高岡市立博物館が開館し、美術工芸関係の文化財調査に協力していた高岡市美術館とともに文化財保護

の面で大きな力となった。 

 旧福岡町のうごき 

旧福岡町でも昭和45年（1970）に条例を制定し、昭和50年（1975）までに浅井神社の杉並木など天然

この時期に指定された主な文化財 
【国指定】高岡御車山（重要民俗資料）ほか１件 
【県指定】木造十一面観世音菩薩立像（彫刻）、前田利長公墓所（遺跡）ほか６件 
【市指定】達磨図（絵画）、時鐘（工芸品）、桜谷古墳付近出土品（考古資料）ほか14件 
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記念物7件を含む計14件を町文化財に指定している。なお、『戸出町史』や『中田町誌』、『福岡町史』な

ど自治体史はこの時期に発行している。 

 

 

（4）万葉のまちづくり（昭和51年（1976）から昭和64年（1989）まで）  

国のうごき 
県のうごき 

昭和50年（1975） 
昭和50年（1975） 

文化財保護法改正（民俗文化財指定、伝統的建造物群制度創設） 
富山県文化財保護審議会設置 

 旧高岡市のうごき 

昭和51年（1976）、教育委員会社会教育課に新たに文化係を設置し、それまで庶務係で行っていた文化

財関係業務を担わせて組織の充実を図った。埋蔵文化財の専門員は少し遅れて昭和61年（1986）に初め

て配置され、開発事業に対応している。また、山町筋では、高層マンションの建設が計画されるなど伝統

的建造物の保存が大きな問題となり、市は昭和60年（1985）に町並み対策調査を実施し、昭和61年（1986）

に『山町筋伝統的建造物群保存地区調査報告書』を発行している。金屋町では、昭和54年（1979）から

町並み保存の活動が始まっており、昭和55年（1980）には、地元自治会が旧北陸銀行の支店を買収し金

屋町公民館と鋳物の資料館を兼ね備えた施設を整備した。昭和57年（1982）に住民組織である「金屋町

まちづくり推進協議会」が設立された。昭和62年（1987）には、「金屋町まちづくり憲章」が議決され、

住民主導の町並み保存が進められた。 

高岡御車山については、昭和53年（1978）から同57年（1982）にかけて第３次修理事業を、昭和55

年（1980）から3か年に渡って高岡御車山祭地域伝承事業を実施している。また、昭和58年（1983）に

山鉾研究書『高岡御車山と日本の曳山』を25年の時を経て加筆し、再版している。 

また、富山県は県内の文化財調査を行っており、昭和49年（1974）から行われた富山県内曳山調査の

成果は昭和54年（1979）、高岡御車山祭の御車山行事の重要無形民俗文化財に、昭和55年（1980）に行

われた近世社寺建築緊急調査の成果は瑞龍寺の山門や、勝興寺本堂らの重要文化財の指定につながった。

この後、瑞龍寺では昭和60年（1985）から平成8年（1996）にかけての大規模な修理事業が開始した。 

一方、昭和54年（1979）、国際児童年に合わせ、高岡古城ライオンズクラブと高岡市教育委員会の企画

により、「越中万葉かるた」が製作され、翌年に「第１回越中万葉かるた大会」が開催されたことをきっ

かけに、高岡が万葉集ゆかりの地である意識が高まり、市総合計画の将来像に「ゆたかな万葉の詩情と地

域に根ざす文化のまち」が掲げられた。開町以来の商工都市として、これまで商工施策を中心としてきた

旧高岡市において「文化」を前面に出したことは画期的であった。平成2年（1990）には『万葉集』を中

心テ－マに据えた日本で初めての研究施設として高岡市万葉歴史館を設置するなど、「万葉のふるさとづ

くり」が市の施策の一つになっている。昭和61年（1986）からは、『万葉集』だけでなく考古学的な手法

からのアプローチも開始され、５年間にかけて越中国府関連遺跡の調査を実施した。  

旧福岡町のうごき 

旧福岡町では、昭和56年（1981）から小学校において町の伝統的産業である菅笠づくりの授業が開始

した。昭和63年（1988）には、大正13年（1924）に建てられた旧町役場を移設し、歴史的資料や民俗資

料の保存・展示施設として、福岡町歴史民俗資料館が開館している。 

この時期に指定された主な文化財 
【国指定】武田家住宅、佐伯家住宅（建造物）、木造男神坐像（彫刻） 
【県指定】瑞龍寺前田家寄進の宝物、勝興寺の宝物（歴史資料）ほか22件 
【市指定】戸出御旅屋の門（建造物）、木造毘沙門天造（彫刻）、御車山文書（古文書）ほか13件 
【町指定】杉野家文書（古文書）、浅井神社の杉並木（動物・植物・地質鉱物）ほか12件 
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（5）瑞龍寺の国宝指定と勝興寺の大修理（平成元年（1989）から平成17年（2005）まで） 

国のうごき 平成11年（1999）       
平成13年（2001） 
平成16年（2004） 

地方分権一括法（地方自治体への権限移譲） 
文部科学省発足 
文化財保護法改正（文化的景観、用具製作技術の民俗文化財、美術工
芸品の登録文化財制度の追加） 

旧高岡市のうごき 

この間のトピックスは瑞龍寺と勝興寺である。大規模修理が終了した瑞龍寺では、平成9年（1997）、

仏殿、山門、法堂の3棟が近世建築として初の国宝に指定された。勝興寺では、先の近世社寺建築緊急調

査の成果を受けて、昭和63年（1988）から伽藍及び寺内町の調査が進められており、市は平成6年（1994）

に調査報告書『越中勝興寺伽藍』を発行した。その後、平成7年（1995）に大広間及び式台ほか9棟が重

要文化財に指定され、平成10年（1998）、勝興寺の平成の大修理事業が始まった。この事業は事業費や修

理期間、関連する文化財の数など瑞龍寺の修理を超える大規模なものであったことから、民間有志を主体

として重要文化財勝興寺文化財保存会、財団法人勝興寺文化財保存・活用事業団が設立され、国・県・市

に協力して事業を進めた。平成16年（2004）、本堂の修理工事が終了し、翌年から大広間及び式台等本坊

部分の修理工事が始まった。 

高岡御車山については、平成3年（1991）に高岡御車山研究委員会を組織し、御車山を精緻に実測し、

併せて構成する工芸品や記録、伝承の調査を行い、平成12年（2000）まで毎年調査報告書を刊行している。 

町並み保存の動きとしては、平成４年（1992）、山町筋の住民により「山町筋まちづくり協議会」が結

成された。平成10年（1998）、市は文化財を活かして風格ある美しい町を作ることを目的に「高岡市町並

み保存・都市景観条例」を制定し、山町筋の土蔵造り建造物群を伝統的建造物群保存地区に指定した。平

成12年（2000）、重要伝統的建造物群保存地区に選定された。また、建造物の登録文化財制度創設を受け

て、平成13年（2001）までに高岡商工会議所伏木支所など23件が登録された。さらに「町並み保存・都

市景観条例」に基づき高岡城跡の北にある池の端地区を池の端通り景観形成地区に指定し、景観づくりの

基準を設け、景観誘導を行っており、文化財の周辺環境の保全にも取り組み始めた。 

伝統技術の継承や人材の育成などを図るため、国の構造改革特別区域計画「高岡市ものづくり・デザイ

ン人材育成特区」の認定を受け、平成18年（2006）から市内の小中学校において伝統的な技法を使った鋳

物・漆器作品の製作等を通してものづくりと郷土を学ぶ独自の必修教科（ものづくり・デザイン科）を設

けた。実技体験や関係施設見学などに学外の工芸技術者などを非常勤講師として招聘している。 

文化財保護行政の体制としては、平成2年（1990）、財団法人高岡市民文化振興事業団を設立し、高岡

市万葉歴史館、同6年（1994）に高岡市美術館、同8年（1996）に高岡市立博物館の管理を担うこととな

った。このことにより、学芸機能と文化財保護行政との距離が置かれることになった。 

一方教育委員会では平成7年（1995）、社会教育課から文化財業務を独立させ文化財課を創設した。文

化財係と埋蔵文化財係を置き、職員も増員して９名となった。埋蔵文化財の専門職員の増員は、大規模開

発への対応によるものである。さらに勝興寺の修理事業や伝統的建造物群などの業務に対応するため、平

成10年（1998）以降、建築士を配置している。 

この時期に指定された主な文化財 
【国指定】瑞龍寺山門他５棟、勝興寺本堂・唐門（建造物）、高岡御車山の御車山行事（無形の民俗

文化財） 
【県指定】二上射水神社の築山行事（無形の民俗文化財）他1件 
【市指定】銅造阿弥陀如来坐像（彫刻）、御旅屋古図（古文書）、伏木神社春季例大祭の祭礼行事（無

形の民俗文化財）他10件 
【町指定】下向田古墳群（遺跡）、浄永寺の大いちょう（動物・植物・地質鉱物）ほか１件 
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さらに市が取得した市指定文化財の旧秋元家住宅、旧室崎家住宅をそれぞれ平成10年（1998）に高岡

市伏木北前船資料館、平成14年（2002）に高岡市土蔵造りのまち資料館として開館している。また国か

ら旧伏木測候所の払い下げを受け、平成17年（2005）に高岡市伏木気象資料館を開館している。 

旧福岡町のうごき 

旧福岡町では、能越自動車道の整備に伴い木舟城の城下町の遺跡が確認されたことから、平成8年（1996）

に埋蔵文化財の専門職員を採用し、木舟城跡調査検討委員会を設置して調査を行い、平成14年（2002）に

木舟城シンポジウムを実施している。 

 

 

（6）新高岡市－開町400年、勝興寺の国宝指定－（平成18年（2006）から令和5年（2023）） 

国のうごき 平成18年（2006） 
平成19年（2007）                
平成20年（2008） 
 
平成27年（2015） 
平成30年（2018） 
令和 ２年（2020） 
 
令和 ３年（2021） 

世界文化遺産暫定一覧表候補の公募開始 
歴史文化基本構想の策定支援始まる                
歴史まちづくり法（地域における歴史的風致の維持及び向上に関する
法律）制定 
日本遺産ストーリー認定制度創設 
文化財保護法改正（文化財保存活用地域計画法定化 等） 
文化観光振興法（文化観光拠点施設を中核とした地域における文化観
光の推進に関する法律）制定 
文化財保護法改正（登録文化財制度を民俗文化財、記念物等に拡充） 

 高岡市のうごき 

平成17年（2005）11月1日、旧高岡市と旧福岡町は合併し、新高岡市としてスタートした。平成21年

（2009）が高岡開町400年に当たることから、新市の総合計画の将来像の中に「万葉と前田家ゆかりの歴

史と文化の詩情に出会える ふれあい交流都市」が掲げられ、開町400年記念事業が行われる中で、高岡

城跡をはじめする加賀前田家に関連する文化財が脚光を浴びた。四半世紀以上「万葉のまちづくり」を軸

として行ってきた高岡において画期的であった。平成18年（2006）に国が世界遺産暫定一覧表記載資産候

補を公募した際には、富山県の勧めにより「近世高岡の文化遺産群」として県と共同提案している。なお、

このとき立ち上げられた「世界文化遺産を目指す高岡市民の会」には発足から１年ほどで5千名以上の会

員が集まっている。このような中で平成18年（2006）から金沢市と連携して前田利長墓所の調査を行い、

続いて平成20年（2008）から高岡城跡の詳細調査、金屋町の伝統的建造物群の調査を開始した。 

また、国の動きに対応して平成22年度（2011）に高岡市歴史文化基本構想、高岡市歴史的風致維持向

上計画を策定し、歴史文化を活かしたまちづくりを具体化させた。 

平成27年（2015）は、3月に北陸新幹線の金沢開業があり、高岡市にとって画期となった。同月に高岡

城跡が国史跡に指定され、翌4月には「加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡-人・技・心-」が

日本遺産の認定を受け、近世高岡の文化財の注目度がさらに高まった。認定を受けた日本遺産のストーリ

ーは、それまで別々に表現されてきた「近世高岡の文化遺産群」に挙げられた建造物・史跡等と高岡御車

山祭、「ものづくりのまち」を結びつけるものであり、高岡の歴史文化の特徴を端的に表現し、市民や県外

等にも広く伝えることができるようになった。 

平成28年（2016）に高岡御車山祭の御車山行事を含む「山・鉾・屋台行事」がユネスコ無形文化遺産

この時期に指定された主な文化財 
【国指定】菅野家住宅（建造物）、紙本金地着色洛中洛外図六曲屏風（絵画）他３件 
【国選定】山町筋（伝統的建造物群） 
【県指定】筏井家住宅（建造物）、清都家測量器具等関係資料（歴史資料） 
【市指定】旧秋元家住宅（建造物）、氣多神社のにらみ獅子（無形の民俗文化財）他12件 
【町指定】絹本著色釈迦十六善神像（絵画）、赤丸城跡、鴨城跡（遺跡）他４件 
【国登録】清都酒造場主屋、福岡町歴史民俗資料館（福岡町役場）（建造物）他22件 
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に登録された。この登録を受け、児童生徒が本市の歴史文化に触れ、ふるさとの魅力を実感する機会の充

実を図り、郷土を愛する心を育むためとして、平成29年（2017）から高岡御車山祭の祭礼日に当たる毎年

５月１日を「高岡の歴史文化に親しむ日」とし、市立小・中・義務教育・特別支援学級を休業日とした。 

令和3年（2021）に平成17年（2005）から続いていた勝興寺本坊の大修理事業が終了し、翌年、本堂、

大広間及び式台が国宝に指定され、記念事業が行われた。 

平成21年（2009）に加賀藩主前田家墓所（前田利長墓所）が国の史跡に、越中福岡の菅笠製作技術が

重要無形民俗文化財に指定された後、平成24年（2012）に金屋町の重要伝統的建造物群保存地区選定、

平成26年に「おくのほそ道の風景地－有磯海（女岩）-」の国指定、平成27年（2015）高岡城跡の国指

定、令和２年（2020）に吉久の重要伝統的建造物群保存地区選定、平成30年（2018）には、日本遺産「荒

波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間（北前船寄港地・船主集落）」に追加認定されるなど、令和4年（2022）

まで毎年のように国の文化財指定等が行われた。 

北陸新幹線金沢開業に合わせて寺院や町並みなどの文化財を巡る観光から鋳物体験など体験型の観光

商品が造成されるようになった。令和元年（2019）に設立された観光づくり地域法人が設立（令和3年（2021）

に地域連携DMOの認定）されるなど文化観光の面においても充実してきている。 

文化財保護行政の体制としては、平成29年（2017）、組織改編により文化財課が生涯学習・文化財課と

なるとともに、日本遺産推進事業や博物館等の所管が教育委員会から市長部局に移された。令和３年（2021）

の組織改編によって文化財保護活用課となり、生涯学習の事業が離れ、文化財保護と日本遺産推進事業を

行っている。 

職員数については、数度の機構改革においても10名前後で推移しているが、専門職員の配置について

は、合併直後の文化財課は建築士１名、埋蔵文化財の専門職員５名であったが、平成29年（2017）には建

築士1名、埋蔵文化財の専門職員２名となり、吉久地区の選定を受け、令和３年（2021）から建築士が1

名増員されている。 

文化財施設では、平成19年（2007）に金屋町に鋳物資料館を開設し、平成27年（2015）、市の観光部

局によって山町筋に高岡御車山祭の歴史と文化を紹介する高岡御車山会館を開館した。平成29年（2017）

には、高岡市埋蔵文化財センターが開館し、長年の課題であった埋蔵文化財の収蔵・展示に対応できるよ

うになった。福岡町歴史民俗資料館は合併後も開館時間等を変更しながら開館している。 

 

 

この時期に指定された主な文化財 
【国指定】越中福岡の菅笠製作技術（無形の民俗文化財）、加賀藩主前田家墓所（前田利長墓所）、高

岡城跡（遺跡）、おくのほそ道の風景地－有磯海（名勝地） 
【国選定】金屋町、吉久（伝統的建造物群） 
【市指定】武人文大香炉、福寿文勇助塗飾棚（工芸品）、守山城跡（遺跡）他8件 
【国登録】旧伏木測候所庁舎（建造物）、高岡鋳物の製作用具及び製品（有形の民俗文化財）他13件 
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第３章 高岡市の文化財の概要 

１ 文化財調査の概要 

（1）既存の文化財の調査 

先述のとおりこれまでの文化財の調査は、文化庁、富山県及び高岡市のほか、民間機関・研究会、郷土

史家などの個人によって実施されている（資料編「文化財に関する既往の把握調査」参照）。 

調査内容を文化財の類型からみると、継続的に調査が行われた美術工芸品（古文書）、埋蔵文化財、伝

統的建造物群の数が多い。 

建造物は、瑞龍寺や勝興寺など修理工事に伴う詳細な報告書や文化庁の補助を受けて県が実施した調査

に加え、歴史文化基本構想作成時に総合的な把握調査を行っている。 

美術工芸品は、高岡市立中央図書館が所蔵する「高岡史料」の編纂のために集められた資料を翻刻して

年に１ないし2集を発行している「高岡市史料集」が半分を占める。古文書以外では昭和の終わりから平

成の初めにかけて行われた石仏調査が多く、絵画や工芸品の調査は少ない。美術工芸品については、文化

財指定時に個別に調査を行い、総合的な把握調査は行われなかったためと考えられる。 

民俗文化財は、高岡御車山に関するものが半数を占めている。記念物は、指定文化財をはじめとする遺

跡の調査が多い。また、二上山を中心に昆虫や植物の調査がなされている。 

伝統的建造物群は、山町筋・金屋町・吉久の調査報告のほか毎年実施している修理・修景事業の報告を

行っている。また、歴史文化基本構想策定時に伝統的建造物が集中する町並みの調査を行っている。 

市内文化財の把握調査の状況 

         類型           

地区 

中

心

部 

下

関 

博

労 

横

田 

西

条 

成

美 

二

上 

守

山 

能

町 

野

村 

二

塚 

佐

野 

木

津 

福

田 

小

勢 

立

野 

東

五

位 

石

堤 

国

吉 

牧

野 

伏

木 

太

田 

戸

出 

中

田 

福

岡 

有形文化財 

建  造  物 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 － 〇 － 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 

美

術

工

芸

品 

絵   画 〇 〇 〇 － － － △ － － － － － － － － － － － － － △ △ △ － △ 

彫   刻 〇 〇 △ △ △ － △ － △ △ △ △ － △ △ △ △ △ － － △ △ △ － △ 

工 芸 品 〇 △ － △ － － △ － － △ － － － － － － － － － － 〇 △ △ － △ 

書跡・典籍 △ △ － － － － － － － △ － － － － － － － － － － △ △ － － － 

古 文 書 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

考古資料 〇 〇 － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

歴史資料 △ △ － － － － － － － － － － － － － － － － － － △ － △ － △ 

無形文化財 △ － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － △ 

民俗文化財 
有形の民俗文化財 〇 － － － － － △ － － － － － － － － － － － － － △ － △ － △ 

無形の民俗文化財 〇 △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 〇 △ △ △ 〇 

記 念 物 

遺跡 〇 〇 － － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 

名勝地 △ － － － － － 〇 〇 － － － － － － － － － － － － △ 〇 － － △ 

動物･植物･地質鉱物 〇 － － － － － 〇 〇 － － － － － － － － － － － － △ △ △ 〇 △ 

文化的景観 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － △ △ 〇 

伝統的建造物群 〇 △ △ △ △ △ △ △ 〇 △ △ － － △ － △ － － － － 〇 △ 〇 〇 〇 

〇：調査が進んでいる分野、－：未調査、△：調査が不十分な分野 

※中心部は平米・定塚・川原。伏木、戸出、中田、福岡は旧町の範囲 

 

２ 指定等文化財の概要 

(1) 指定等文化財の件数 

高岡市の指定文化財は、令和６年３月現在、国指定22件（うち国宝２件）、県指定23件、市指定91件、

国選定３件、国登録40件の合計179件となっている。 
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高岡市内の指定等文化財の状況（令和６年３月現在） 

文化財の類型 

国 県 市 総計 

指定 選定 選択 登録 指定 登録 指定  

有 形 文 化 財 

建  造  物 8 - - 39 1 - 5 53 

美

術

工

芸

品 

絵   画 2 - - 0 1 - 4 7 

彫   刻 2 - - 0 5 - 12 19 

工 芸 品 2 - - 0 4 - 19 25 

書跡・典籍 1 - - 0 1 - 3 5 

古 文 書 0 - - 0 1 - 14 15 

考 古 資 料 0 - - 0 0 - 4 4 

歴 史 資 料 0 - - 0 3 - 0 3 

無 形 文 化 財 0 - 0 0 0 0 1 1 

民 俗 文 化 財 
有形の民俗文化財 1 - - 1 0 - 2 4 

無形の民俗文化財 2 - 0 0 1 0 2 5 

記  念  物 

遺跡 3 - - 0 4 - 14 21 

名勝地 1 - - 0 0 - 1 2 

動物･植物･地質鉱物 0 - - 0 2 - 10 12 

文 化 的 景 観 - 0 - - - - - 0 

伝統的建造物群 - 3 - - - - - 3 

総計 22 3 0 40 23 0 91 179 

※制度がないものは“-”と表記し、制度はあるが該当がないものは“0”としている。 

※国選定の重要伝統的建造物群保存地区「高岡市山町筋伝統的建造物群保存地区」の特定物件は107件（うち、指

定等文化財は11件）、「高岡市金屋町伝統的建造物群保存地区」の特定物件は131件（うち、指定等文化財は0

件）、「高岡市吉久伝統的建造物群保存地区」の特定物件は58件（うち、指定等文化財は4件） 

高岡市内の未指定文化財の状況（令和６年３月現在） 

文化財の類型 
合計 

有 形 文 化 財 

建  造  物 1,108 

美

術

工

芸

品 

絵   画 ６ 

彫   刻 16 

工 芸 品 16 

書跡・典籍 ８ 

古 文 書 13 

考 古 資 料 １ 

歴 史 資 料 10 

無 形 文 化 財 ４ 

民 俗 文 化 財 
有形の民俗文化財 ７ 

無形の民俗文化財 237 

記  念  物 

遺跡 13 

名勝地 ５ 

動物･植物･地質鉱物 ３ 

文 化 的 景 観 ２ 

伝統的建造物群 ９ 

合計 1,458 

埋蔵文化財 341 

その他 ３ 

総合計 1,802 

 

（2）ユネスコ無形文化遺産「山・鉾・屋台行事」 

 「山・鉾・屋台行事」は、地域社会の安泰や災厄防除を願い、地域の人々が一体となり執り行う「山・

鉾・屋台」の巡行を中心とした祭礼行事である。平成28年（2016）に「高岡御車山祭の御車山行事」（昭

和54年2月3日重要無形民俗文化財指定）を含む全国33の祭り行事が「山・鉾・屋台行事」として登録

された。高岡御車山祭の御車山行事は、ユネスコの政府間委員会の決議文の中で、市や、地域の他の場所
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出身の老若男女が組織の責任や行事の運営を分担し、地域文化の多様性を示す山・鉾・屋台の設計、製作

をはじめ、行事で演奏される囃子（はやし）や行事全体の調整など、すべての段階が共有されている例と

して挙げられている。 

（3）日本遺産 

 文化庁では、地域の歴史的魅力や特色を通じて我が国の文化・伝統を語るストーリーを「日本遺産（Japan 

Heritage）」として認定し、歴史的経緯や、地域の風土に根差した世代を超えて受け継がれている伝承、風

習などを踏まえたストーリーの下に有形・無形の文化財を文化財群としてパッケージ化して総合的に活用

する取り組みを支援している。 

 本市においては、「地域型」（単一の市町村内でストーリーが完結）と「シリアル型」（複数の市町村にま

たがってストーリーが展開）でそれぞれ認定を受けている。 

 

ア 加賀前田家ゆかりの町民文化が花咲くまち高岡－人・技・心－（地域型） 

・ストーリーの概要 

 高岡は商工業で発展し、町民によって文化が興り受け継がれてきた都市である。高岡城が廃城となり、

繁栄が危ぶまれたところで加賀藩は商工本位の町への転換政策を実施し、浮足立つ町民に活を入れた。

鋳物や漆工などの独自生産力を高める一方、穀倉地帯を控え、米などの物資を運ぶ良港を持ち、米や綿、

肥料などの取引拠点として高岡は「加賀藩の台所」と呼ばれる程の隆盛を極める。 

 町民は、固有の祭礼など、地域にその富を還元し、町民自身が担う文化を形成した。純然たる町民の

町として発展し続け、現在でも町割り、街道筋、町並み、生業や伝統行事などに、高岡町民の歩みが色

濃く残されている。 

・構成文化財    

番号 類型 名称 指定等 

１ 建造物 瑞龍寺 国指定 

２ 遺跡 前田利長墓所 国指定 

３ 建造物 五福町神明社本殿 市指定 

４ 建造物 大手町神明社拝殿 市指定 

５ 遺跡 高岡城跡 国指定 

６ 古文書 前田利長公親書 市指定 

７ 有形の民俗文化財 高岡御車山 国指定 

８ 無形の民俗文化財 高岡御車山祭の御車山行事 国指定 

９ 遺跡 与四兵衛顕彰碑（弥眞進大人命旧跡） 未指定 

10 古文書 明和八年製高岡町図 市指定 

11 伝統的建造物群 山町筋伝統的建造物群保存地区 国選定 

12 建造物 菅野家住宅 国指定 

13 建造物 筏井家住宅 県指定 

14 建造物 土蔵造りのまち資料館（旧室崎家住宅） 市指定 

15 伝統的建造物群 金屋町伝統的建造物群保存地区 国選定 

16 古文書 仁安の御綸旨 市指定 

17 古文書 前田利長書状 市指定 

18 建造物 有礒正八幡宮（本殿、釣殿、拝殿及び弊殿） 国登録 

19 工芸品 銅造阿弥陀如来坐像 市指定 

20 有形の民俗文化財 高岡鋳物の製作用具及び製品 国登録 

21 無形の民俗文化財 御印祭 未指定 

22 建造物 旧南部鋳造所キュポラ及び煙突 国登録 

23 有形の民俗文化財 梵鐘龍頭木型 市指定 

24 建造物 戸出御旅屋の門 市指定 

25 建造物 勝興寺 国指定 

26 遺跡 伏木港（伏木浦） 未指定 
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27 建造物 伏木北前船資料館（旧秋元家住宅） 市指定 

28 建造物 棚田家住宅 国登録 

29 建造物 能松家住宅 国登録 

30 建造物 有藤家住宅 国登録 

31 建造物 高岡市商工会議所伏木支所 国登録 

32 建造物 伏木気象資料館（旧伏木測候所庁舎・測風塔） 国登録 

33 建造物 丸谷家住宅 国登録 

34 建造物 佐野家住宅 国登録 

35 建造物 清都酒造場 国登録 

36 無形の民俗文化財 越中福岡の菅笠製作技術 国指定 

37 伝統的建造物群 菅笠問屋の町並み 未指定 

38 伝統的建造物群 吉久伝統的建造物群保存地区 国選定 

・所在自治体 

  ・富山県高岡市 

 

イ 荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～（シリアル型） 

・ストーリーの概要 

日本海や瀬戸内海沿岸には、山を風景の一部に取り込む港町が点々とみられる。そこには、港に通じ

る小路が随所に走り、通りには広大な商家や豪壮な船主屋敷が建っている。また、社寺には奉納された

船の絵馬や模型が残り、京など遠方に起源がある祭礼が行われ、節回しの似た民謡が唄われている。こ

れらの港町は、荒波を越え、動く総合商社として巨万の富を生み、各地に繁栄をもたらした北前船の寄

港地・船主集落で、時を重ねて彩られた異空間として今も人々を惹きつけてやまない。 

・高岡市の構成文化財 

番号 類型 名称 指定等 

１ 建造物 秋元家住宅（高岡市伏木北前船資料館） 市指定 

２ 建造物 旧伏木測候所庁舎・測風塔（高岡市伏木気象資料館） 国登録 

３ 建造物 伏木神社 未指定 

４ 無形の民俗文化財 伏木神社春季例大祭の祭礼行事 市指定 

５ 無形の民俗文化財 伏木帆柱起し祝唄 未指定 

６ 建造物 勝興寺唐門 国指定 

７ 伝統的建造物群 吉久伝統的建造物群保存地区 国選定 

８ 建造物 菅野家住宅 国指定 

９ 有形の民俗文化財 高岡鋳物の製作用具及び製品 国登録 

 
 ・所在自治体 

北海道（小樽市・石狩市・函館市・松前町）、青森県（野辺地町・鰺ヶ沢町・深浦町）、秋田県（能代

市・男鹿市・秋田市・由利本荘市）・にかほ市、山形県（酒田市・鶴岡市）、新潟県（村上市・新潟市・

佐渡市・長岡市・出雲崎町・上越市）、富山県（富山市・高岡市）、石川県（輪島市・志賀町・金沢市・

白山市・小松市・加賀市）、福井県（坂井市・南越前町・敦賀市・美浜町・小浜市）、京都府（宮津市）、

大阪府（大阪市・泉佐野市）、兵庫県（神戸市・高砂市・姫路市・たつの市・新温泉町・赤穂市・洲本

市）、鳥取県（鳥取市）、島根県（浜田市）、岡山県（倉敷市・岡山市・備前市）、香川県（多度津町）、

広島県（尾道市・竹原市・呉市） 



 

57 
 

３ 文化財の類型ごとの概要 

（1）有形文化財  

ア 建造物 

指定文化財は14件、登録有形文化財は39件ある。当市の代表は寺院建築であり、瑞龍寺や勝興寺は伽

藍の建築群のほとんどが国指定となっている。そして「瑞龍寺仏殿
ぶつでん

、法堂
はっとう

、山門
さんもん

」、「勝興寺本堂
ほんどう

、大広間
おおひろま

及

び式台
しきだい

」の２件が国宝に指定されている。 

また、近世豪農の民家である「武田家住宅
たけだけじゅうたく

」、「佐伯家住宅
さえきけじゅうたく

」（いずれも国指定）や近代高岡の商家の土

蔵造り建造物である「菅野家住宅
すがのけじゅうたく

」（国指定）、「筏井家住宅
いかだいけじゅうたく

」（県指定）、「旧室崎家住宅
きゅうむろさきけじゅうたく

」（市指定）など

がある。国登録有形文化財には、町並みを構成する民家や社寺のほか、「旧伏木測候所
きゅうふしきそっこうしょ

」や「旧南部鋳造所
きゅうなんぶちゅうぞうしょ

キュポラ・煙突」など近代高岡の歴史を物語る建造物がある。 

未指定文化財は、国泰寺などの寺院建築、町家なども含めて1,108件を把握している。 

   

  瑞龍寺（国宝・国指定）            勝興寺（国宝・国指定） 

    

佐伯家住宅（国指定）               菅野家住宅（国指定） 

            

 旧伏木測候所（国登録）             旧南部鋳造所（国登録） 



 

58 
 

 イ 美術工芸品 

 絵画 

指定文化財は７件ある。「紙本金地著色
しほんきんじちゃくしょく

洛中洛外図
らくちゅうらくがいず

六曲屏風
ろくきょくびょうぶ

」（国指定）、「紙本著色
しほんちゃくしょく

一塔両尊像
いっとうりょうそんぞう

、

日蓮像
にちれんぞう

、鬼子母神十羅刹女像
きしぼじんじゅうらせつじょぞう

、絹本著色三十番神像
けんぽんちゃくしょくさんじゅうばんしんぞう

」（国指定）、初期洋画の「達磨図
だ る ま ず

」（市指定）な

ど主に寺院に伝来している。 

未指定文化財は「高岡町奉行肖像」など６件を把握している。寺院に仏画などが存在していると想定

される。 

 

 

紙本金地著色洛中洛外図六曲屏風（国指定）  

  

紙本著色一塔両尊像、日蓮像、鬼子母神十羅刹女像、絹本著色三十番神像（国指定） 

 

 彫刻  

指定文化財は19件ある。「木造
もくぞう

千手観音
せんじゅかんのん

坐像
ざ ぞ う

」（国指定）、「木造男
もくぞうだん

神
しん

坐像
ざ ぞ う

」（国指定）、「木造烏蒭沙摩
も く ぞ う う す さ ま
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明王
みょうおう

立像
りゅうぞう

」（県指定）、「木造
もくぞう

狛犬
こまいぬ

」（市指定）など多くが寺社に由来し、「銅造
どうぞう

阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

坐像
ざ ぞ う

」（市指

定）や「青銅
せいどう

随神像
ずいしんぞう

」（市指定）など高岡鋳物と関係が深いものもある。 

未指定文化財は伝越中国分寺木造天部像など16件を把握している。他にも木造・石造の仏像のほか、

銅像の原型などが想定される。 

   

       木造男神坐像（国指定）   木造千手観音坐像（国指定）木造鳥蒭沙摩明王立像（県指定）  

工芸品 

指定文化財は25件ある。中世の名工越中宇多
う だ

派の槍先である「槍 銘 宇多勝国
う だ か つ く に

」（市指定）や近世

は高岡伝統工芸の集大成である「高岡
たかおか

御車山
みくるまやま

」（県指定）、高岡彫金の祖である安川乾清の代表作である

「木蓮
もくれん

に小禽図飾金具
しょうきんずかざりかなぐ

」、「竹虎紋
たけとらもん

金銀象嵌鍔
きんぎんぞうがんつば

」（ともに市指定）がある。近代では内国勧業博覧会やパ

リ万博に出品された「武人文大香炉
ぶじんもんだいこうろ

」（市指定）、「福寿文勇助塗飾棚
ふくじゅもんゆうすけぬりかざりだな

」（市指定）など高岡のものづく

りに関するものが多い。 

未指定文化財は、梵鐘や宇多派の刀剣など16件を把握している。他にも銅器や漆器など高岡のもの

づくり関する工芸品が多く存在していると想定される。 

     

      槍 銘 宇多勝国」（市指定）         木蓮に小禽図飾金具（市指定） 

        

  竹虎紋金銀象嵌鍔（市指定）     武人文大香炉(市指定)  福寿文勇助塗飾棚（市指定） 
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書跡・典籍  

 指定文化財は５件ある。書跡は「紙本墨書後陽成院宸翰御消息
しほんぼくしょごようぜいいんしんかんごしょうそく

」（国指定）、「紙本墨書
しほんぼくしょ

近衛信尋
このえのぶひろ

筆
ひつ

懐紙
か い し

」

（県指定）、高岡町奉行の書である「長屋八内書
ながやはちだいいしょ

」、幕末天狗党の軍旗である「武田耕雲斎書
たけだこううんさいしょ

」（ともに

市指定）の４件、典籍は室町時代の注釈本の写本である「孟子抄
もうししょう

」（市指定）がある。 

 未指定文化財は『萬葉集』断簡など８件を把握している。他にも寺院や古い商家などに存在すること

が想定される。 

             
        長屋八内書（市指定）             孟子抄（市指定） 

古文書 

 指定文化財は15件ある。前田利長が楽市楽座を認めた際の「木造篠川村市場制札
もくぞうささがわむらいちばせいさつ

」（県指定）のほか、

「前田
ま え だ

利
とし

長
なが

公
こう

御親書
ごしんしょ

」、「前田
ま え だ

利家
としいえ

安堵状
あんどじょう

」、「戸出野開御印状
といでのひらきごいんじょう

」、「明和8年製
めいわ８ねんせい

高岡町図
たかおかまちず

」、「杉野家
す ぎ の け

古文書
こもんじょ

」、

「前田利長書状
まえだとしながしょじょう

」、「高岡
たかおか

御車山
みくるまやま

文書
もんじょ

」、「二上
ふたがみ

射水
い み ず

神社
じんじゃ

文書
もんじょ

」（いずれも市指定）など近世の前田家の治

世に由来するものが多い。 

 未指定文化財は、佐渡家文書など13件を把握している。先述の調査結果（２-(2) 本計画の作成にあ

たり実施した調査）に見られるように10万点以上存在し、また確認されていないものも多くあると想

定される。 

   
前田利長公御親書（市指定）              前田利家安堵状（市指定） 
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杉野家古文書（市指定）              前田利長書状（市指定） 

考古資料   

指定文化財は４件ある。奈良時代の作と推定される「瓦硯
が け ん

」、国史跡桜谷古墳周辺からの「桜谷
さくらだに

古墳
こ ふ ん

付近
ふ き ん

出土品
しゅつどひん

」、上向田経塚から出土した「珠洲
す ず

焼
やき

 刻銘
こくめい

経外
きょうがい

容器
よ う き

（経筒
きょうづつ

）」、伏木古府で出土した「白山
はくさん

経塚
きょうづか

出土品
しゅつどひん

」（いずれも市指定）が存在する。 

未指定文化財は瑞龍寺の鉛瓦１件を把握している。埋蔵文化財包蔵地からの多くの出土品があり、今

後も発掘調査の実施に伴って増加が見込まれる。 

        

桜谷古墳付近出土品（市指定）  珠洲焼 刻銘経外容器（経筒）（市指定） 

 歴史資料 

 指定文化財は３件ある。「前田家
ま え だ け

寄進
き し ん

の宝物
ほうもつ

」、「勝興寺宝物
しょうこうじほうもつ

」のほか、江戸時代の測量器具である「清都
き よ と

家
け

測量
そくりょう

器具
き ぐ

等
とう

関係
かんけい

資料
しりょう

」（いずれも県指定）が存在する。 

 未指定文化財は、高峰譲吉
たかみねじょうきち

の別荘である松楓殿関係資料など10件を把握している。そのほか、高峰

譲吉のほか藤井能三
ふじいのうそう

や林忠正
はやしただまさ

など高岡の歴史において重要な人物に関する遺品などが想定される。 

        

        清都家測量器具等関係資料（県指定） 
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(2)無形文化財 

指定文化財は福岡地域に近世から続く雅楽１件がある。 

 未指定文化財は鋳物や漆工の工芸技術４件を把握している。 

  

                雅楽（市指定） 

 

（3） 民俗文化財 

ア 有形の民俗文化財 

指定文化財が４件、登録文化財が１件ある。高岡の町民文化の結晶である「高岡
たかおか

御車山
みくるまやま

」（国指定）、そ

の御車山が曳山に発展する前の形態と考えられる「越中
えっちゅう

総社
そうじゃ

射水
い み ず

神社
じんじゃ

築山
つきやま

」（市指定）のほか、戸出にお

ける鋳物業隆盛の証である「梵鐘
ぼんしょう

龍頭
りゅうず

木型
き が た

」（市指定）がある。また、高岡鋳物の発展の過程で使用され

た「高岡
たかおか

鋳物
い も の

の製作
せいさく

用具
よ う ぐ

および製品
せいひん

」（国登録）がある。 

未指定文化財は、漆器製作道具など７件を把握している。そのほか、獅子頭などの祭礼行事の用具や生

活用品などが想定される。 

  

高岡御車山（国指定）            越中総社射水神社築山（市指定） 

   

梵鐘龍頭木型（市指定）        高岡鋳物の製作用具および製品（国登録） 

 



 

63 
 

イ 無形の民俗文化財 

指定文化財は５件ある。「高岡
たかおか

御車山
みくるまやま

祭
まつり

の御車山
みくるまやま

行事
ぎょうじ

」（国指定）、「二上
ふたがみ

射水
い み ず

神社
じんじゃ

の築山
つきやま

行事
ぎょうじ

」（県指

定）のほか、けんか山で知られる「伏木
ふ し き

神社
じんじゃ

春季例
しゅんきれい

大祭
たいさい

の祭礼
さいれい

行事
ぎょうじ

」（市指定）や「氣多神社
け た じ ん じ ゃ

のにらみ獅子
じ し

」

（市指定）の祭礼行事がある。また、400年以上の年月を経て当初の生産・製作形態を保ちながら継承さ

れている「越中
えっちゅう

福岡
ふくおか

の菅笠
すげがさ

製作
せいさく

技術
ぎじゅつ

」（国指定）がある。 

未指定文化財は、獅子舞などの祭礼のほか左義長やつくりもんまつりに代表される地蔵祭など年中行事

237件を把握している。祭礼や年中行事については、把握できていないものも多い。そのほかにも天神信

仰や郷土食などが想定される。 

    

    高岡御車山祭の御車山行事（国指定）        二上射水神社の築山行事（県指定） 

    

     氣多神社のにらみ獅子（市指定）       越中福岡の菅笠製作技術（国指定） 

 

 （4）記念物  

ア 遺跡 

指定文化財は21件ある。古代のものとして「桜谷
さくらだに

古墳
こ ふ ん

」（国指定）、「下向田古墳群
したむくたこふんぐん

」（市指定）などの

古墳や「城が平横穴古墳
じょうがひらよこあなこふん

」（県指定）、「江道横穴古墳群
えんどうよこあなこふんぐん

」（市指定）などの横穴墓群のほか伏木台地に「越中
えっちゅう

国分寺
こくぶんじ

跡
あと

」（県指定）がある。中世は「木舟城跡
きふねじょうあと

」（県指定）、「守山
もりやま

城跡
じょうあと

」（市指定）などの城郭や「弓
ゆみ

の

清水
しょうず

古戦場
こせんじょう

」（市指定）がある。近世は「高岡
たかおか

城跡
じょうあと

」（国指定）、「加賀藩主前田家墓所
か が は ん し ゅ ま え だ け ぼ し ょ

（前田利長墓所
まえだとしながぼしょ

）」

（国指定）、「瑞龍寺境内地
ずいりゅうじけいだいち

」（市指定）が高岡台地上にある。 

未指定文化財は、街道や近代化遺産など13件を把握している。そのほか、二上山から西山丘陵沿いに

分布する古墳群や越中国庁跡など越中国府に関連するものが想定される。 
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   桜谷古墳（国指定）        下向田古墳群（市指定）    城が平横穴古墳（県指定） 

  

江道横穴古墳群（市指定）     越中国分寺跡（県指定） 

   

弓の清水古戦場（市指定）        木舟城跡（県指定）       守山城跡（市指定） 

   

高岡城跡（国指定）       加賀藩主前田家墓所       瑞龍寺境内地（市指定） 

（前田利長墓所）（国指定） 

イ 名勝地 

指定文化財が２件ある。小矢部川支流の子撫川
こなでがわ

にある渓谷美の「五位
ご い

の滝
たき

の沢
さわ

」（市指定）と「おくの

ほそ道
みち

の風景地
ふうけいち

－有磯海
ありそうみ

－」（国指定）がある。松尾
ま つ お

芭蕉
ばしょう

が「わせの香
か

や分入右
わけいるみぎ

は有磯海
ありそうみ

」の句に詠んだ

「有磯海」は、大伴家持の古歌に因む越中の代表的な歌枕である。指定範囲にある雨晴海岸は万葉集では

「渋谿
しぶたに

」と呼ばれ、小さな女岩
め い わ

を前景として海越しに3,000ｍ級の立山連峰を望むことができる景勝地で

ある。 

未指定文化財は、二上山や小矢部川（射水川）など５件を把握している。 
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おくのほそ道の風景地－有磯海－（国指定）            二上山 

 

ウ 動物・植物・地質鉱物 

指定文化財が12件ある。「トミヨとゲンジボタル及びヘイケボタル生息地」（県指定）、「上麻生
かみあそう

のあし

つきのり」（県指定）など水の豊かさを物語るもののほか、「浅井
あ さ い

神社
じんじゃ

の杉並木
すぎなみき

」（市指定）、「西海老坂
に し え び ざ か

神明社
しんめいしゃ

の大杉
おおすぎ

」（市指定）、親鸞
しんらん

聖人が目を留めたといわれる「浄永寺
じょうえいじ

の大いちょう」（市指定）など寺社に伝わ

る樹木や「越
こし

の彼岸
ひ が ん

桜
ざくら

」（市指定）、「戸出御旅屋
と い で お た や

の高野槙
こうやまき

」（市指定）など前田家に由来する樹木がある。 

未指定文化財は、低地型ブナ林など３件を把握している。 

  

    上麻生のあしつきのり（県指定）      トミヨとゲンジボタル及びヘイケボタル生息地（県指定） 

   

浅井神社の杉並木（市指定）   西海老坂神明社の大杉（市指定）   浄永寺の大いちょう（市指定） 
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  沢川田畑家の大杉（市指定）      越の彼岸桜（市指定）       戸出御旅屋の高野槙（市指定） 

 

（5）文化的景観 

文化財選定地域はない。未指定文化財は「農林水産業に関連する文化的景観の保護に関する調査研究」

(文化庁監修)において挙げられた「福岡町の菅田と菅干し」や「砺波平野の散村」など２件を把握してい

る。 

    

        福岡町の菅田と菅干し                散村の風景 

 

（6）伝統的建造物群 

指定等文化財は山町筋、金屋町、吉久（いずれも国選定）の３件ある。未指定文化財は福岡、戸出、中

田など近世の街道沿いの町並みや港町の伏木など９件を把握している。 

 

 

高岡市山町筋伝統的建造物群保存地区         高岡市金屋町伝統的建造物群保存地区 
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高岡市吉久伝統的建造物群保存地区             高岡市福岡町の町並み 

 

（7）埋蔵文化財 

 市域では341の埋蔵文化財包蔵地が周知されている。越中国府があった伏木エリアは大部分を越中国府

関連遺跡として埋蔵文化財包蔵地となっている。小矢部川左岸の二上山から西山丘陵沿いに古墳群や城跡

が多く分布している。庄川と小矢部川に挟まれた地域では、石名田木舟
い し な だ き ふ ね

遺跡、下老子笹川
しもおいごささがわ

遺跡、石塚
いしづか

遺跡

など庄川扇状地扇端部に多く分布し、扇央部に近い戸出地区は比較的少ない。庄川右岸では、庄川河口に

近い牧野地区に多く分布している。 

 

（8）その他 

歌碑・句碑・顕彰碑等 

加賀前田家5代当主前田綱紀
つなのり

が射水郡の十村役に越中万葉の歌枕を調査させたこともあり、近世の後

半には土地の有力者の間に万葉集の関心を芽生えさせた。市内には安政5年（1858）に肝煎の宗九郎が

建てた歌碑があるほか、近代以降万葉故地であることを顕彰する歌碑が25基存在している。 

元禄2年（1689）に万葉集など和歌に詠まれた歌枕を訪ねて東北から北陸地方を旅し、紀行文「おく

のほそ道」を記した松尾芭蕉は、高岡で一泊している。やがて越中でも芭蕉の流れを組む俳諧が盛んに

なり、戸出出身の俳人尾崎康工
おざきこうこう

などが有名である。市内には安政4年（1857）に建立されたものをはじ

め、芭蕉を偲ぶ句碑が４基存在している。 

また、市内には大伴家持や前田利長のほか、藤井能三や高峰譲吉など高岡に縁ある人の遺徳をしのぶ

碑が残されている。 

 

 舞句（前句） 

前句は俳諧の練習の前句付けから派生し、季題などの規則に拘束されることなく、日常的な言葉遣い

で生活を５７５調の詩形で自由率直に表現した大衆文芸であり、明治に入って「舞句
ま い く

」と呼ばれるよう

になった。高岡を中心とする富山県西部で盛んで、福岡地域では現在も句会が行われている。 

 


